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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ(第335回)

日 時

場 所

令和元 年7月3日(水)午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第4会 議室

千代 田区永 田町2-2-1

◇国会議事 堂前駅(丸 の内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅(有 楽 町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車5分 。 当 目、午後1時

よ り、議 員会館 玄 関にて 、通行 証 を差 し上 げます 。 その時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロ ビー にてお待 ち下 さい。 ま

た 、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第4会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

初 トウモ ロコシ、サ ツマイモ 、テ ンサイ を原 料 と してい た が、食 糧価格 が 高騰

す る とい う問題 が あ って 、近年 は木 質系 が主流 であ る。 中で も、 フ ランジカル

ボ ン酸 はペ ッ トボ トル に近 い性 質 を持 ってい る。活性 化 二酸化 マ ンガ ンを触 媒

と して利 用す るの が有効 であ る ことは これ まで の研 究 で分 かってい た。 さ らに

高効 率化 を図 るた め に貴金属 系 をは じめ様 々 な触媒 を探 したが、結果 二酸化 マ

ンガ ンが最 も優れ ていた。次 に、二 酸化マ ンガ ンの構 造 の違 い に着 目し、5種

類 の 中か らβ型 が最 も反 応 が早い こ とが分 か った。 さらに高効 率化 を 目指 して 、

重 量 当た りの表 面積 を大 き くす るため、生成 した β型 を400℃ で加熱 し、ナ

ノ粒 子化 した。 このナ ノ粒 子 は収量86%と 高い。 た だ し、現 段階 で は実験 室

段 階 の話題 で あ り、 実際 に生 産で き るよ うに なるまで には、 高濃 度 の反応 が う

ま くい くか な ど、多 くの ステ ップ を踏ま な けれ ばな らない。今後 も研 究は継 続

してい く。

まず 、 中島稔委 員長 よ り 『新 エネルee'・一一関連 ニ ュー スNo.185』 の解説 が あ

りま した。今 回 は、 ○全 固体 電池 向け新材 料。 負極 に リチ ウム を用 いた。 ○微

生物燃 料電池 で水 素発 生。 田んぼ の中や生 ごみ の分解 過程 で も水 素 が発 生可 能

とい う。 ○原 発 よ り低 コス トの宇宙太 陽光発 電 の成否 。 ○昨年 の西 日本 豪 雨 を

受 け、岡 山の水系 ダ ムで は放流 を早 め る予定。 ○静 岡県 で汚泥 か らエ ネル ギー

抽 出す る設備 が始 動。 ○モ リブデ ン触媒 を用 い る こ とに よって、窒素 と水 か ら

ア ンモニ ア を生成 す る世界 初 の技術。 ○微 生物 の少 ない ところにガ スが多 いの

で はない か とい う説。資源 探査 に応用 で き るので はない か。 ○人 工細胞 に光 を

当て 、た んぱ く質 を作 る技術 。 人類誕 生の秘密 に も迫 る。 ○経 団連 の提言 では 、

原発 の新 増設 を新検 討す べ きな どの意 見が あった。 な どの解 説 が あ り、一 同大

い に勉 強 にな りま した。

議 題1、 最 近の 再生 ・新 エネ ルギー につ いて想 う

挨 拶 中島稔新 エ ネルギー委 員長

2、 人工光 合成 を使 ったCO2の 資 源化

解 説 石 谷治 東京工 業大学大 学院教 授

3、 『新 エ ネル ギー 関連 ニ ュースNO.186』

解説 中島稔新 エネル ギー委 員長

報 告 去 る6月5日 開催 の 第334回 新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 は 、 中島 稔

新 エ ネ ル ギ ー委員 長 が議 長 を務 め行 われ ま した 。

まず 、清原淳平専務理事 よ り、鎌 田慶吾東京工業大学科学創成研 究院

准教授 の経歴紹介 があ りま した。次 に、鎌 田准 教授 よ り、 「植 物 由来 の

プ ラス チ ック原料技術 」 と題 して解説 をいた だ きま した。

石 油か らプ ラスチ ック を作 る工程 では 、加 熱す る段 階でCO2が 発 生

す る。 石油 由来 で はな く、植 物か らプ ラスチ ック を生成 すれ ば、最 終

的 に燃や して処理 してCO2を 出 した と して も、再 び植 物 がCO2を 吸収

して生 長す るので、植 物 →プ ラスチ ック→燃 焼 →植 物 とい うサ イ クル

が確 立 され 、CO2は 増加 しない。 バイオ プ ラスチ ックの研 究 では、 当

★ レクチュアにつき、当 日会費 会員千 円にご協力 を。

次回、7月3目(水)の 新エネルギー委員会に

御芳名

出 一 欠(い ずれかに○印)

貴方様のFAX

テロ対策 へ の警 備 か らの要 請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員で参 加希望者 は、2日 前までに履歴書 をご提 出下さい。

(その際の会費は二千円 とな ります。)
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